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　2011 年 3 月11 日に発生した東日本大震災では，NHK は最大限の態勢で震災報道に取り組んだ。東北の各放送局や震

災報道に関わった職員の手元には，取材メモや写真，被災者から寄せられた要望・意見など多くの資料が残されていた。これ

らの資料は，未曾有の大災害の報道の背景を伝える貴重な「記録」であり，「記憶」でもある。NHK ではこれらの資料を収集・

整理し，NHK 放送博物館（東京都港区）で開催した特別展「東日本大震災 伝え続けるために（2017 年 3 ～ 9 月）」で，そ

の一部を公開した。こうした取り組みは，NHK で過去に例がない。本稿は，震災報道に関する資料の収集・アーカイブ化から

展示に至る一連の取り組みを総括し，これらの資料の今後の活用についても展望するものである。　

特別展のチラシ

 Ⅰ はじめに

　～NHK の東日本大震災の報道～

　2011 年３月11 日に発生した東日

本大震災では、NHK は地震発生直後か

らテレビ・ラジオの全８波で地震と津

波に関する報道を開始した。13 日まで

の３日間はすべてのチャンネルで震災

報道に徹し、総合テレビ・衛星第1、ラ

ジオ第1 では１週間・24 時間体制で

震災報道を継続した1）。

　地震発生直後からNHK の本部、各地

の放送局の記者・カメラマン・ディレ

クター・アナウンサーなど 600 人を

超える職員が現場に入り、ヘリコプタ

ー 4 機、衛星中継車17 台が投入され

た。放送系の職員だけでなく、総務や営

業などの職員、関連団体からも大規模

な応援派遣が行われ、最大限の態勢で

震災報道に取り組んだ。

　NHK は、被害を伝えるニュース・番

組だけでなく、被災地に向けた「生活

情報」や、障害者向けの字幕放送や手話

放送、外国人向けの同時通訳による２ 

か国語放送のほか、ネットを活用した

安否情報の提供、総合テレビやラジオ

第1 のライブストリーミングなど、あ

らゆるメディアを使って情報を発信し

た。

　震災から7 年が経過したが、現在も

被災地の状況を伝え、被災者を支援す

るための放送や関連事業などの取り組

みは継続している。

　震災報道に関わった職員の手元や東

北の各放送局には、取材メモや写真、被

災者から寄せられた要望・意見のFAX

など多くの資料が残されていた。これ

らの資料は、未曾有の大災害にどのよ

うに向き合ったのかを伝える貴重な

「記録」であり、伝え続けていくべき大

切な「記憶」でもある。NHK ではこれ

らの資料を収集し、時系列・項目別・地

域別にアーカイブ化し、2017 年3 月

7 日から9 月10 日まで、NHK 放送博

物館で開催した特別展「東日本大震災 

伝え続けるために」においてその一部

を公開した2）。

　本稿は、震災報道に関する資料の収

集・アーカイブ化から展示に至る一連

の取り組みを総括し、これらの資料の

今後の活用についても展望するもので

ある。

 Ⅱ 震災報道アーカイブ構想

　「震災報道アーカイブ構想」が持ち上

がったのは、震災発生から5 年に向け

て、番組・キャンペーンの展開を検討

していた2015 年11 月ごろだった。

NHK の報道局から東日本大震災プロ

ジェクト事務局に持ちかけられた。　

　東日本大震災プロジェクト事務局と

は、震災発生後に設置された部署で、震

災関連の番組やキャンペーンの全局的

（NHK 放送文化研究所 2018 年４月 「放送研究と調査」 より写真イラスト共に全文転載）
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な取り組みの調整にあたっている。定

時番組として担当しているのは『明日

へ つなげよう』『あの日 わたしは～証

言記録 東日本大震災～』など。毎年3 月

11 日には、生放送番組『特集・明日へ 

つなげよう』を制作している、また、「花

は咲く 東北に咲く」などの復興支援の

キャンペーンにも取り組んでいる。

　2 万2,000 人を超える死者・行方不

明者3）、東京電力福島第一・第二原子力

発電所の事故。「未曾有」という言葉で

は形容しきれない、日本がかつて経験

したことのない大震災。NHK において

も放送現場はもちろん、技術・管理・営

業などすべての職場で、想定していた

マニュアルを超える「かつてない規模・

態勢」で対応にあたった。それぞれの職

場で繰り広げられた試行錯誤̶̶ そう

した記録を、いつか来る「次なる大災

害」に備えるための“教科書”として役

立てられないか。つまり、職員たちの記

した生の記録・資料を、系統立てて保存

することで、あのとき“何ができたの

か”、そして“できなかったことは何か”

を検証する一助になればと考えたのが

「震災報道アーカイブ構想」の発端であ

った。資料収集は2016 年春から本格

的に開始した。

　これらをどういう形でアウトプット

していくか、議論をしていくなかで、職

員の研修用の資料やミニ番組の制作の

ほか、外部に広く公開することも検討

の対象になった。それが今回の「放送

博物館での特別展」へつながることと

なった。

 Ⅲ 資料の収集・データベース化

  1. 資料の収集　

　一口に「災害報道の資料の収集」と

言っても、容易な作業ではなかった。報

道の現場では、誤って古い情報を放送

にのせてしまうことを避けるため、手

書きの原稿やメモ、自治体からの発表

資料などの「紙モノ」はすぐに廃棄し

てしまうことが多い。まして、震災から

5 年が経過している。一体どれだけの

「資料」がどこに残っているのか、手探

りの収集作業が始まった。

　まず報道局で、当時現場で取材にあ

たった記者・キャスター・カメラマン

などの職員に、震災関連の資料の提供

を広く呼びかけた。その結果、個人の取

材メモ、写真や動画、中継で使用した

「手書きのパターン（フリップ）」、被災

者から寄せられた救援を求めるFAX、

など約120 点の資料が集まった。報道

以外の部署や地域放送局にも資料が残

っているに違いない。しかし、日々の業

務に忙しい地域放送局に対して、「資料

があればお寄せください」という「お

願い」だけではどうしても限界がある

と考えた。

　そこで2016 年夏、当時の資料が残

っている可能性が高い仙台局・盛岡局・

福島局に直接足を運び、「探索」をさせ

てもらうことにした。放送以外にも技

術・企画編成・営業など各部署の協力

も得て、居室や地下の倉庫などで震災

当時の資料を探し求めた。

　各放送局の協力により、さまざまな

資料が見つかった。被災地の「前線」に

置かれていた分厚いファイルには、取

材にあたったデスクや記者の「引き

継ぎメモ」が大量に残されていた。一見

事務的な「メモ」の中に、被災者に向き

合ったデスクや記者の内面の葛藤が記

されていた。各放送局で受け付けてい

た「安否情報」や被災者向けの「生活

情報」のファイルは、それぞれの立場で

懸命に被災者を支えようとしていた職

員やスタッフの熱意をうかがわせるも

のであった。福島局の地下の倉庫には、

発災から約3 か月後、原発の状況もま

だ安定しているとはいえない2011 年

6 月に福島局から中継で放送した『今

夜も生でさだまさし～がんばらんば！

福島』で使用した手書きのホワイトボ

ードが、5 年間消されることなく大切

に残されていた。ちなみにこのホワイ

トボードは、絵や文字が消えないよう

に養生して東京まで搬送し、アクリル

ケースを被せて特別展の会場で展示し

た。

　仙台局は2018 年に局舎移転を控え

ておりさらにNHK の組織全体で「ペ

ーパーレス化」が推進されたことを考

えると、2016 年のこの時期が、震災関

連資料収集の「ラストチャンス」だっ

たといえるかもしれない。

 2. 資料の整理と分類

　報道局と東北3 局などの協力で、

230点を超える資料が集まった。手帳、

ノート、ファイル、デジタル媒体、衣類

などが詰まったダンボール箱が目の前

に積み上がっていた。次なる問題は、こ

れらをどのように整理し、活用するか

ということだった。

　そこで、企業の資料の収集・保存・活

用の専門家であるアーカイブズ工房の

松崎裕子氏とレコードマネジメントコ

ンサルタントの齋藤柳子氏（両氏とも

に日本アーカイブズ学会 登録アーキビ

スト）に依頼し、資料の体系的な整理と

目録の作成を行った。

　NHK の災害報道や組織の構造を踏

まえたうえで、1994 年に国際アーカ

イ ブ ズ 評 議 会（ICA：International 

Council on Archives）で定められた、

記録資料を分類し体系化する手法の国

際標準「ISAD（G）」に基づき、収集さ

れた資料を図1 のように体系化した。

「部署」「時期」「分野・内容」「資料の種別

（紙・デジタル媒体・物品など）」ごとに

分類し、各資料には、この分類に応じた

番号を付してデータを一覧できるよう

整理した。

　また、「前線」に置かれていたファイ

ルなどには、取材メモや自治体の発表



36

FDI・2018・10

災害報道資料のアーカイブ化と活用の試み
〜NHK 放送博物館特別展「東日本大震災 伝え続けるために」の取り組みを中心に〜

文など雑多な資料が1 冊に綴じられて

いた。このような資料については、ファ

イルの中身を精査し、「目次」にあたる

「鑑
かがみ

」を作成して巻頭に挿入し、内容が

一目でわかるようにした。こうした整

理・体系化により、資料活用の途がおぼ

ろげに見えてきた。

3. 資料の分析

　前記の作業の結果、資料は162 件

（アイテム）あることが明らかになっ

た。「安否情報」など同一タイトルで複

数のファイルがある場合は、1 件と数

えている。

　これらの資料が作成された時期ごと

に分類したところ、「地震発生～ 1 か

月」の資料が34％で最も多く、次いで

「1 年目」までが19％、「2 年目以降」が

15％だった。

　資料の内容については、「地震・津波」

の被害に関する資料が20％で最も多

く、「生活情報（ライフライン情報）」が

17％、「復興支援」が14％だった。「原

発事故」に関する資料は7％で、大半が

福島局に保管されていたものだった。

本部・各局から収集した資料の内訳を

図2 に示す。ただし、これはあくまで今

回収集できた資料を要素別に分類した

結果であり、本部・各局の放送内容の割

合を反映したものではないことに留意

が必要である。

　これらの資料の整理・体系化には約

2 か月を要したが、作業を終えた2 人

の専門家からは「この資料群は、未曾

有の震災、原発事故のなか、NHK の総

力により、緊迫した状況で作成された

活動記録であることがわかる。東日本

大震災報道アーカイブは、単なる報道

記録ではなく、新たな組織内態勢が生

み出されたり、記者と取材先の人々と

の心の交流もうかがえる貴重な資料群

であると思われる」との評価を得た。

 Ⅳ 特別展に向けた展示物の検討・選択

　収集した資料の活用、とりわけ資料

の公開については、NHK 放送博物館が

その候補となり、博物館とNHK 放送文

化研究所
4）

を中心に展示の準備を始め

ることとなった。

　「特別展」で何を展示するのか、展示

構成の具体的な検討を始めたのは、各

部署から集まった資料群をつぶさに見

始めた2016 年10 月以降であった

が、来場者に何を感じてもらいたいの

か、展示の目的は何かという点では、資

料群を見る前におぼろげな結論にたど

り着いていた。常設展示で、放送の歴史

のひとつとして震災報道の記録をすで

に展示していることもあり、特別展で

は、NHK がどのような震災報道を行っ

たのかといった、NHK が主語になるよ

うな展示はすべきではないと考えてい

た。そして、震災から6 年のタイミング

で東京の放送博物館で展示を行う目的

は、被災地以外の人々のなかで震災と

いうできごとを風化させないことと、

改めて記憶にとどめてもらうこと以外

にないように思えた。また、風化させた

くない「震災」とは、地震と津波、そし

て被害という事象だけでなく、被災さ

れた方々の悲しみや立ち上がろうとす

る気持ち、葛藤など、人々の思いも含め
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たことなのだろうと考えていた。

　実際に、整理した162 件の資料（以

下、アーカイブ資料と呼ぶ）やその他の

関連資料5）に目を通していくなかで、

いくつか思うことがあった。それは、

① 発災直後に被災地に入ることができ

た人は限られている。現地に入った

取材スタッフだからこそ見て、聞い

て、感じることができたこと（記録

というよりも記憶的なもの）をとお

して、震災の実態をより感じ取って

もらうことができるはずである。映

像よりも「言葉」が心に刻まれる可

能性もある

② 取材や報道を通じて得た資料は、

NHK の報道の記録でもあるが、被災

地や被災した方々が遭遇した実態を

示す資料でもある

③ 被災地の人々はテレビの空撮映像で

はなく、自らの目で地震や津波を見

た。同じ目線で撮られた地震や津波

の映像が重要である

といったことだった。どれも当たり前

のことなのだが、「NHK の持つ記録や

記憶をとおして、震災の実態を伝える」

という展示の方向性に結びついた。

　目的と方向性を踏まえつつ、アーカ

イブ資料から展示すべきものを選択

するとともに、アーカイブ資料以外の

映像資料、番組資料を見る作業を行い

ながら、展示構成を検討していった。発

災当日と直後のできごとだけでなく、

人々の思いをも含めて展示を構成する

ため、震災から6 年の時系列にある程

度沿った展開に落ち着いた。ごく簡潔

に示すと、次のような4 部からなる展

示構成である。

  特別展

「東日本大震災 伝え続けるために」

 1. 3月11日 あのとき 何が起きたのか

 2. 未曾有の大災害 明らかに

　 ①明らかになる大災害の実像

　 ②命を暮らしを つなげるために

　 ③“見えない”被害 どう伝える

　　 ～東京電力福島第一原発事故～

 3. 震災 6 年～震災を伝え続ける

　 ①被災地からの声

　 ②定点映像

　 ③こころフォト

 4. いつか来る大災害に備えて

　特別展では、最終的に映像も含めて

約100 点を展示したが、この展示構成

の段階ではアーカイブ資料を中心に、3 

分の1 程度しか目処が立っていなかっ

た。このあと、▶現地で取材した記者や

カメラマンなどに手記を依頼する、▶

動画から静止画をキャプチャーしてパ

ネルを作成する、▶模型などの立体物

を入手する、など新たに資料を作る・借

りる作業を経て、次章で紹介するよう

な特別展の展示となった。

  Ⅴ  展　示

　特別展の会場は、NHK 放送博物館3 

階の企画展示室であった。2016 年の

リニューアルで100 ㎡ 弱の広さとな

ったもので、リニューアルオープン以

後、4 回目の企画展である。以下では、

展示構成に沿ってそれぞれのコーナー

の概要と、いくつかの展示資料を紹介

していく。

特別展会場（企画展示室）

1. 3 月11 日 あのとき 何が起きたのか

　特別展の最初のコーナーでは、タイ

トルどおり、発災当日に現地で実際に

起きたことを的確に伝えようと試み

た。そのためには、映像による展示で、

それもなるべく取材者が手持ちのカメ

ラで撮影した映像、被災地の人々と同

じ目線で撮られた映像を用いて、現地

の緊迫感を伝えようと考えた。

　NHK が沿岸部に設置していたロボ

ットカメラや視聴者などがとらえた地

震の揺れや津波の生々しい映像は、発

災後しばらくは通信や移動の手段が遮

断されていたこともあって、テレビで

見る機会がそう多くはなかったと考え

られる。視聴者が撮影した映像も含め

NHK が保存している映像資料の中か

ら、NHK スペシャルで放送されたもの
7）やニュース映像を中心に「はげしい

揺れ そのとき…」「押し寄せた大津波」

「ロボットカメラがとらえた津波」「首都

圏で何が起きたのか」という4 つのテー

マ・各2 分程度の映像クリップに再編

集し、4 台のモニターで映し出した。

発災当日の「地震」「津波」の映像展示

　地震や津波の展示映像は、生々しい

画
え

だけでなく、建物が激しく揺れる音、

物が壊れる音、「早く」という叫び声、悲

鳴、サイレンといった生々しい音も伴

っていた。狭いスペースで、これらの現

地の音をも的確に伝えるために、この

コーナーでは指向性のあるスピーカー

を使用し、音の干渉を防いだ。

2. 未曾有の大災害 明らかに

　2 番目のコーナーは、発災翌日以降、

徐々に明らかになった各地の被害状況

の実態を振り返るコーナーと位置づけ

ていたが、展示スペースに限りがある

なかで、広域で長期にわたった被災の

状況をもれなく伝えることは困難だっ

た。網羅的な形ではなく、深く心に刻ま
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れるような伝え方は何か。それは、被災

の現場に入った取材スタッフや被災し

た人々だけが見て聞いて感じたこと、

断片的であっても、彼らしか持ち合わ

せない「記録」と「記憶」を展示してい

くことだと考えた。

① 明らかになる大災害の実像

　ここでは、中央の展示台に取材メモ

や引き継ぎメモなどの文書資料を置

き、壁面では取材者の手記と写真の展

示を行った。

　3 月11 日、盛岡市の岩手県警記者

クラブで取材していた記者のメモから

は、混乱し断片的な情報しか入ってこ

ないなかで、刻々と死者・行方不明者

の数だけが増えていく様子がうかが

えた。宮城県気仙沼市で取材していた

記者のノートには、「映画を見ているよ

う」「まだ信じられない」といった文字

が見られた。

発災当日の取材ノート
（宮城県気仙沼市）

　壁面で展開した記者やカメラマンに

よる手記は、既存の原稿に加筆を依頼

したり、新たに書き下ろしてもらった

りしたものである。集まった手記はみ

な、震災から約6 年を経過した時点で

も彼らの記憶に強く刻まれていたでき

ごとで埋まっていた。彼らが見て感じ

た状況を示す映像を探し、映像から静

止画をキャプチャーし、手記とあわせ

て展示した。

　その中から2 つの手記と写真を紹介

する。

取材者による手記と当時の状況を示す写真

　3 月13 日の朝、自衛隊に同行し初め

て宮城県南三陸町に取材に入った記者

は、「壊滅した街に立って」と題して次

のように記した。

　「……がれきの山を越えた瞬間、突
然、視界が開けた。その先には何もなか
った。およそ人間が造ったものは形が
残っていなかった。無残な骨組みだけ
の建物、あり得ない形に曲がった線路、
海岸から 3 キロも離れた地点に船が
横倒しになっていた。そして、自衛隊が
黙々と遺体を運んでいた……」

宮城県南三陸町の高台から見た町の中心部

　次に示すのは、3 月25 日、多くの子

どもたちが犠牲になった宮城県石巻市

の大川小学校を取材した記者による手

記「壮絶な命の現場」である。

　「次々に遺体が運ばれてくる。顔は泥
だらけで黒ずんでおり、家族らが近く
を流れる小川の水を運び、その水で泥
を落としていた……
　女の子の遺体の長い髪には枝やごみ
が絡みつき、親が涙を流しながらとっ
ていた。強い葛藤に悩まされながら、デ
ジカメをまわした。

積み上げられた児童のランドセルや体操着

（宮城県石巻市 大川小学校）

　一人の男性に「やっと来たかNHK」
と吐き捨てるように言われた。当時、周
辺に捜索隊は少なく、住民の多くは行
方不明のまま。大規模災害での情報の
格差は支援物資の偏りだけでなく、不
明者の捜索にも影響を及ぼす……」

取材前線の引き継ぎメモ

　被災地の各所には取材の前線基地が

設けられ、全国のNHK の放送局から記

者やカメラマン、ディレクターなどが

応援で入った。前線では応援者が入れ

替わるたびに、引き継ぎメモが作成さ

れていた。取材先の情報や安全管理な

どの業務について書かれたメモの山の

なかに、記者やカメラマンがどこかに

書かずにはいられなかったのだろう、

個人的な思いを記したメモも含まれて

いた。

「……コンクリートが簡単に崩れたり、
がれきの山ですらない、妙に広い更地
のような被災地で、理解できない津波
の破壊力に……なぜこんなにたくさん
の人が死んだのか、なぜ楽しみにして
いた息子の中学校の入学式にも出られ
ずに怖い思いをして死なないといけな
かったのか、これからずっと考えてい
く……」

　これは展示した引き継ぎメモ（岩手

県釜石市）の中に綴られていた若い記

者の実感である。
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NHK に寄せられた情報

　NHK の各放送局には、震災発生直後

から、被災地の窮状を伝える声や救助

を求める声、全国からの支援の申し出

など、さまざまな情報が電話やFAX、メ

ールで寄せられた。これらの資料から

も、広範囲に及んだ被害の実態と被災

者の過酷な状況が浮かび上がった。

被災者の声を記録したメモ（盛岡局）

② 命を暮らしを つなげるために

　被災地では、停電や避難などによっ

て、多くの人たちがテレビを見ること

ができなかった。そこで頼りにされた

のは、ラジオだった。

　震災が発生した日の深夜、仙台局の

アナウンサーは、安否情報や地震情報

を伝えながら、不安な夜を過ごしてい

る人たちに、こう語りかけた。

「ともに助け合うというのは、こうい
う時のためにある言葉だと思います。
……東北地方の皆さん、ここは助け合
って、みんなで力を合わせて乗り切り
ましょう。……仙台の日の出は6 時53

分です。あと4 時間ちょっとで外が明
るくなってきます」

　特別展の会場では、仙台局に保存さ

れていたこのラジオの音声を再生した

ほか、被災地の方々に向けて放送した

安否情報と生活情報に関する資料を展

示した。「血行をよくする体操」「エコノ

ミークラス症候群の予防」を呼びかけ

る原稿には、心身ともに厳しい避難生

活の状況が反映されていた。

③“ 見えない”被害 どう伝える

～東京電力福島第一原発事故～

　電源の喪失、爆発、拡大する避難指

示、放射能への不安……。被害・影響は

日を追って拡大し、東京電力福島第一

原発事故は過去に例を見ない原子力災

害となった。事故はいつ収束するのか、

いつまで避難が続くのか。情報が限ら

れるなか、放送は何を伝えるべきかが

問われた事故でもあった。

　原発を継続的に取材していた記者

が、1 号機の水素爆発（3 月12 日）の

際に記したメモを見ても、「何かあった

（ようだ）」「1 号き（ではないか）」など、

不確定な情報しか入手できない状況が

わかる。

　事故の現場を見ることができない、

近づけない。状況が判然としないなか

で、ニュースや番組では、情報の断片を

かき集め、原子炉の模型を使った解説

などを通じて、原発事故の実態を伝え

ようとした。

福島第一原発のスタジオ解説用の模型

　原発事故の状況が判然としない一方

で、事故の影響は周辺の地域に拡大し

ていた。避難指示区域周辺の福島県い

わき市や相馬市などの自治体では、支

援物資が入らず、医療機関も混乱をき

たしていた。NHK には「原発周辺の地

域の過酷な実態を伝えてほしい」とい

う声が多数寄せられた。

福島県いわき市の住民から寄せられたFAX

　原発事故は津波による被害者の捜索

にも影響を与えていた。福島局ニュー

スデスクの手記（「廃墟と化した街」）

がそのあらましを伝えている。

福島第一原発事故を取材した記者のメモ（右側は手書きのメモを解読した補足説明）
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　「2011 年4 月14 日。原発事故の影
響で警戒区域となったこの町に、事故
後初めて取材に入った。……津波の被
害を受けた沿岸部の請戸地区では、警
察による行方不明者の大規模捜索が行
われていた。……静寂を破り、警察の無
線が遺体の発見を告げた。震災から1
か月以上もこの地に放置された人々の
無念はどれほどのものか。何よりも守
られなくてはならない命の尊厳を、目
に見えない放射線がズタズタにしてい
た」

沿岸部での捜索活動（福島県浪江町）

3. 震災6 年～震災を伝え続ける

　このコーナーでは、被災された方々

の悲しみや立ち上がろうとする気持

ち、葛藤など、人々の6 年間の思いを、

NHK の番組や取り組みを通じて伝え

ようとした。特に『被災地からの声』『定

点映像』『こころフォト～忘れない～』

を取り上げたのは、被災地を長期間に

わたって見つめ続けている番組や取り

組みであることと、被災した方々の発

する短いメッセージの中に強い思いが

凝縮されていると感じたからである。

① 被災地からの声

　『被災地からの声』7）は、仙台局が震

災の9日後から続けている番組である。

被災地で出会った人々に「いま一番言

いたいこと」をスケッチブックに書い

てもらい、テレビカメラに向かって思

いの丈を語ってもらう。そのなかから

宮城・岩手・福島の被災者が記したス

ケッチブックを6 点、展示した。

『被災地からの声』のスケッチブック

　このスケッチブックを書いたのは、

福島第一原発が立地する福島県大熊町

の中学3 年生。放送では「研究者にな

って、放射性廃棄物を処分する手助け

ができたらなと思います……みんなが

安心して帰れる大熊町をつくる手助け

をしたいです！」と力強く語っていた。

② 定点映像

　NHK では、震災の発生以来、同じ場

所から同じアングル（定点）で町並み

の変化を撮影し続けている8）。がれき

に覆われた町がどのように変わってい

くのか、地震や津波の影響、そこから立

ち上がろうとする人々の営み、そして、

被災地の「息づかい」が記録されてい

る。展示では、岩手県山田町、宮城県気

仙沼市、南三陸町などの定点映像を約3

分のクリップにまとめて紹介した。気

仙沼市鹿しし折おり地区の映像では、

津波で内陸に打ち上げられた大型船が

撤去され、かさ上げが進んでいく様が

記録されていた。

定点映像（宮城県気仙沼市鹿折地区）

　発災直後に岩手県釜石市を取材し

たカメラマンが、「町を埋め尽くしてい

るのはただの瓦礫ではなく、『失われた

日々の暮らし』だと気付かされた」と手

記に綴っている。この定点映像も、単な

る町並みや風景ではなく、瓦礫の中か

ら人々の「暮らし」が立ち上がろうと

していく姿をとらえた、後世への貴重

な記録ともいえる。

③ こころフォト

　亡くなった方に寄せる家族のメッセ

ージを思い出の写真とともに伝える

『こころフォト』9）のコーナーは、同じ

社会に生きる人間として、突然、大事な

人を失ってしまう悲しみ、やりきれな

さを少しでも共有することがあっても

いいのではないか、という思いを込め

た展示だった。

『こころフォト』の展示

　『こころフォト』は、失われた一人一

人の命の尊さを忘れないために、また、

残された方たちがどのように生きよう

としているのかを伝えるために、NHK 

が写真とメッセージを募集し、放送と

ウェブサイトで紹介する、震災2 年を

機にスタートした取り組みである。額

装した写真とメッセージ、VTR の2 つ

の形式で展示した。会期中、この展示を

じっと見つめる若者の姿が印象に残っ

ている。見た方の心に何かを残せたの

ではないだろうか。『こころフォト』は

NHK のウェブサイトで公開している。

4. いつか来る大災害に備えて

　特別展の展示を構成するにあたって
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は、できるだけNHK が主語にならない

よう留意したが、最後のコーナーだけ

は、東日本大震災の教訓と反省に立ち、

NHK が災害報道・減災報道をどのよ

うに改善してきたかをコンパクトにま

とめた。改善点をまとめたパネルとと

もに、東京・渋谷のニュースセンターで

2016 年末まで使用されていたニュー

スの「送出卓」を展示した。「送出卓」と

は、全世界・全国から入ってくる中

継映像や編集された映像を臨機応変に

切り替えて放送に出していく装置で、

いわばニュースの「司令塔」である。東

日本大震災のニュースもこの送出卓か

ら放送された。災害報道の不断の改善

を誓うものとして、このニュース送出

卓を特別展の締めくくりとした。

「震災を伝えた」ニュース送出卓

  Ⅵ 放送との連動・関連イベント

1. 放送との連動

　特別展の開催にあわせ、番組やニュ

ースでの展開も行った。開催初日の3

月7 日には、全国ニュースで放送。NHK

の広報番組『どーも、NHK』（総合テレ

ビ）では、被災者の反応なども独自に取

材し、10 分余りのVTR で特別展の見

どころを紹介した。

　また東日本大震災プロジェクト事務

局が担当する番組『明日へ つなげよう』

（総合テレビ）でも、特別展の取り組み

を、キャスターのリポートで伝えた。

2. 関連イベント

　特別展に連動して、防災・減災意識の

向上につなげようと、さまざまなイベ

ントも展開した。

　特別展開幕直後の2017 年3 月12

日には、NHK 放送博物館で「3.11 そ

の時キャスターは ～命を守ることば

～」と題して、東日本大震災発生時に東

京のスタジオからニュースを伝えてい

た横尾泰輔アナウンサーの講演会を開

催。横尾アナは、緊急報道に向き合うキ

ャスターの思いや、震災の経験を踏ま

えた災害報道の改善の取り組みなどを

語った10）。 5 月 6 日には、福島県で開

催されたイベント「公開復興サポート」

の会場で、記者やカメラマンの手記な

ど特別展の資料の一部を利用した展示

を行った。

　その後も、NHK 放送文化研究所研究

員による講演「NHK の災害報道～い

のちとくらしを守るために～」（ 5 月）、

NHK ニュースに出演している気象予

報士による講演「気象災害から身を守

るには」（7 月）を開催した。

8K アニメ『あの日まで』の一場面
（NHK メディアテクノロジー提供）

　9 月 2 日には防災の日にあわせて

「8K 人形アニメーション『あの日ま

で』トーク＆ビューイング」を企画し

た。『あの日まで』は、東日本大震災の津

波で3 人の子どもたちを失った宮城県

石巻市の家族をモデルとした作品で、

「NHK メディアテクノロジー」が8K の

撮影・編集技術の研究の一環として制

作した。当日は、作品のモデルとなった

宮城県の遠藤綾
りょうこ

子さんから、大震災の

経験や大災害への備えについて話を聞

いた。このイベントの様子は、9 月8 日

の『おはよう日本』や「NHK NEWS 

WEB」でも詳しく伝えられた。

  Ⅶ 来場者の反応
～アンケートから～　

　特別展の開催期間中のNHK 放送博

物館の来場者数は6 万4,952 人であ

った。期間中、特別展に関するアンケー

トを実施したところ、来場者の5％にあ

たる3,360 人から回答を得た（図3）。

図3　印象に残った資料や展示物（複数回答）

　「印象に残った資料や展示物は何か」

という設問（複数回答）に対しては、「東

日本大震災発生時の映像」が25％で最

も多かった。次いで「被災地の写真と

記者・カメラマンの手記」が12％、「記

者の取材ノートやメモ」が9％となって

いた。アンケートの自由記述欄にも、通

常目にすることのない記者の手書きの

取材メモや記者やカメラマンの思いを

綴った手記が印象に残ったという感想

が多くみられた。年代によっても回答

に若干の違いがあった。30 代は「震災

の夜のラジオ放送」、40 ～60 代は「安

否情報・生活情報の資料」、70 代以上

は「福島第一原発の模型」が印象に残

ったと回答している人が多い。

　自由記述を整理すると、震災の記憶

の風化を懸念し「これからも伝え続け

てほしい」という趣旨のコメントが60 
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件以上あった。また、同様の展示を「全

国で行ってほしい」「定期的に行ってほ

しい」「常設化してほしい」という意見

も目立った。アンケートにはNHK に好

意的な人が多く回答している可能性が

あり、完全にニュートラルな調査とは

いえないが、自由記述の多くが展示内

容に対して評価するコメントを寄せて

いることから、特別展を開催したこと

に一定の意義があったと考えられる。

   Ⅷ 今後に向けて
～震災報道資料の活用～　

　特別展は閉幕したが、「震災報道アー

カイブ構想」はこれで終わったわけで

はない。

　来場者のコメントにあるように、こ

れらの資料をより多くの人に見てもら

い、東日本大震災を風化させないこと、

必ずやってくる次なる巨大災害に備え

ることを訴え続けていかなければなら

ない。

　その一環として、2018 年2 月4 日

にオープンした仙台局の新会館には恒

久的な「東日本大震災メモリアル」コ

ーナーが設けられ、特別展の展示物の

一部が活用されている。

仙台局の「東日本大震災メモリアル」コーナー

　展示・公開以外の活用も重要である。

今回集まった資料の中には、放送に携

わる職員やスタッフにとって貴重な教

訓となるものが少なくない。特別展の

会期中には、研修中の新人記者・アナウ

ンサーも見学に訪れた。また、前述した

仙台局の「東日本大震災メモリアル」

コーナーも、新人研修に利用される予

定である。これらの資料を、今後の災害

報道の向上に生かしていく方法をさら

に検討していかなければならない。

　「放送」、なかでも「報道」は、常に新

しいものを追いかける仕事であるだけ

に、過去の資料は無用の物として置き

去られ、消え去っていくことが多い。し

かし、それら残滓のなかにも、かけがえ

のない記憶や記録、経験、教訓があり、

見る人の心に響くものがあるというこ

とを、今回の特別展を通じて改めて学

んだ。東日本大震災から7 年が経つが、

「伝え続けてほしい」という多くの来館

者の声にどのように応えていくか。今

後もこうした課題に向き合っ

ていきたい。

（いりえ さやか/ ひがしやま いちろう/

みつもり のぼる）

NHK 放送博物館
休館日：月曜日（月曜日が

　祝日・振替休日の場合は

　火曜日休館）、年末年始

入場料：無料

開館時間：

　午前9時30分～

　午後4時30分

所在地：

　〒105-0002

   東京都港区愛宕2-1-1  

TEL： 03-5400-6900

　アーカイブおよび特別展に関わったプロ
ジェクトのメンバーを下記に記す（所属は
当時）。
▶讃岐好伸、三森登（東日本大震災プロジ
ェクト）、▶山崎真一、菅井賢治、阿部千恵子、
戸田有紀（報道局）、▶入江さやか、東山一郎

（NHK 放送文化研究所）、▶堀田伸一、谷内
美穂、和田源二（NHK 放送博物館）
　本稿の執筆は、Ⅰ・Ⅲ・Ⅵ- 2・Ⅶ・Ⅷを入江
さやかが、Ⅱ・Ⅵ- 1 を三森登が、Ⅳ・Ⅴを東
山一郎が担当した。

注：

1）NHK 経営企画局「視聴者のみなさまへ ̶

平成 22 年度の取り組み ̶」（2011 年６月）
2） 詳細はNHK 放送文化研究所ブログ「#68 

NHK 送博物館 特別展『東日本大震災 伝
え続けるために』」（2017 年３月）

　http://www.nhk.or.jp/bunken-blog/2017  
          /03/03/

3） いわゆる「震災関連死」を含む。

4） NHK 放送博物館は NHK 放送文化研究
所所管の施設で、企画展の制作などは両者
の共同作業で行っている。

5） JNN（2012）『オムニバス・ドキュメン
タリー３･11 大震災 記者たちの眼差し』

（TBS サービス）ほか
6） NHK スペシャル『映像記録 3. 11 ～あの

日を忘れない～』（2012 年３月４日放送）
7）『 被災地からの声』
　http://www. nhk. or. jp/sendai/  

          hisaichikara/
8）「5YEARS FROM 3.11『定点映像』 2011-

2016」
　http://www. nhk. or. jp/dnavi/link/
             5years/
9）『 こころフォト～忘れない～』
　http://www. nhk. or. jp/kokorophoto/
10） 詳細はNHK 放送文化研究所ブログ
「#73 3. 11 その時キャスターは～命を守
ることば～」（2017 年４月）

～時代をよむ！ 明日はもっとおもしろい～
            もう始まっている映像産業のＡＩ !!

2018 年 10 月 18 日（木）14:00 ～ 17:40 （受付開始 13:30 ～）　

会場   富士フイルム　西麻布ホール　東京都港区西麻布 2-26-30 1F　

　　　( 東京メトロ銀座線 表参道 徒歩 15 分 日比谷線六本木 徒歩 15 分 ) 地図：https://goo.gl/QYdoFm

産業界では今やＡＩ（人工知能）の活躍は避けて通れない時代となっています。

しかし、この正体不明の無敵のＡＩを人間が如何に操ることができるか？

映像産業界でもあらゆる分野で活用され始めている、この武器の本質を見極めます。

ＪＡＶＣＯＭセミナー「時代をよむ！明日はもっとおもしろい」は今回も多方面からの講師を招き、

ＡＩ時代に取り残されないために皆様のビジネスヒントとなるセミナーを企画致しました。

　講演１　基調講演……14：05 ～ 15：15

「人工知能の研究から見えてくる将来は？」（仮）
国立研究開発法人 産業技術総合研究所

　　　　人工知能研究センター　主席研究員

　　　　人工知能技術コンソーシアム会長  本村 陽一 氏
　講演２…………………１5：20 ～１6：20

「AI と映像制作の活用について」
　　 ソニービジネスソリューション株式会社

　　 バリュー・クリエイション部門

　 IT ソリューション技術部ソフトウエア開発 1 課　

　　　　　テクニカルマネジャー　　　森崎　裕之 氏　

20 分休憩 （１6：20 ～１6：40）

　講演３…………………１6：40 ～１7：40

「～ AI で映像制作に“革命”が起きる！～
映像を AI でリアルタイム解析し

AI アナウンサーが発信する」（仮）
 株式会社 Spectee　

　　　　　　　　　　　  代表取締役　村上 建治郎 氏

※都合により演題等変更になる場合がございます。

＊展示スペースにてＡＩカメラによるオートマチック
   映像制作技術「Pixellot」デモ

主　催：NPO 法人 日本ビデオコミュニケーション協会

	 http://javcom.or.jp/

後　援：ITVA－日本／NPO法人映像産業振興機構／ (一

社 ) 映像情報メディア学会／ (公社 )映像文化製作者連盟

／ (一社 )全日本シーエム放送連盟／ (一社 ) 全日本テレビ

番組製作社連盟／ (一社 ) 日本アド・コンテンツ制作協会／

(一社 ) 日本映画テレビ技術協会／ (一社 ) 日本写真著作権協

会／ (一社 ) 日本映画製作者連盟／ (一社 ) 日本映像ソフト協

会／ (一社 ) 日本ポストプロダクション協会／ (一社 ) 日本民

間放送連盟／(一社)日本映像・音楽ライブラリー協会／ジャ

パンデータストレージフォーラム／㈱映像新聞社／㈱放送

ジャーナル社／㈲ユニ通信社／㈱ユニワールド　※順不同

特別協賛：富士フイルム株式会社／伊藤忠ケーブルシステ

ム株式会社／株式会社朋栄

● 申 込 み 方 法 ●
※申込手続き：下記の用紙に必要事項をご記入の上、JAVCOM事務局までＦＡＸ又はメールでお申込み下さい。

　　　　　　　	JAVCOMウェブサイト (www.javcom.or.jp/) でもお申込み頂けます。

※申込み締切り：10 月 10日 ( 水 )　	NPO法人	日本ビデオコミュニケーション協会		事務局

		 　　　　〒 102-0093	千代田区平河町２－３－10－510　	TEL.03(3234)5994			FAX.03(3234)5995

　　　　　　　　ＭＡＩＬ .	semi@javcom.or.jp　　	　URL.	http://javcom.or.jp/index.html

※会　　　 費：JAVCOM会員社…5,000円　　一般参加者…7,000円　　後援団体会員社…5,000円

※お支払方法：お申込み手続き後、下記の振り込み先へ10月15日(月)までに事前にお振込み下さい。

　　　　　　			振込先▶︎三井住友銀行	麹町支店	(普通)１０５０８０４　日本ビデオコミュニケーション協会

　　　　　　　尚、振込手数料は貴社にてご負担をお願い致します。

　　　　	　	※10月11日( 木) 以降のキャンセルにつきましては、会費を全額請求させて頂きますのでご了承下さい。

セ ミ ナ ー 内 容

NPO 法人 JAVCOM No.152 セミナー 開催

お 申 し 込 み 方 法


